
【レース回顧】　　１着⑧スカンジナビア は外から加速付けて先手。前半スローに落としペース
を上げたのは２角手前。今の力の要る馬場で49.8-37.6で上られては後続は厳しくなるのは必定。
後続を早目に動かせなかったのは、井上騎手の絶妙な仕掛けとペース配分。ゴールで２着③ホー
リーグレイルとの着差は首差。正に ”肉を切らせて骨を断つ ”の勝利だった。　２着③ホーリー
グレイル は好位の内々は予定通り？ ただ、勝ち馬・井上騎手の絶妙なレース運びにスッと反応
できず。直線で内から猛追したが…。 ”してやられた ”感が強かった。　３着⑦プラウドフレー
ル は勝ち馬の２番手外。絶好の位置取りだったが、勝負所から動きに余裕がなかった。現状で
先着２頭とは小差だったが力の差を感じた３着だった。　４着⑥ケテンドリーム は吉原騎手を
背に好位の４番手。手応えは良かったが、３角から動きが重くなり力負けした。　５着④ベアエ
ンジェル は見せ場は作れずも、後方から内々を詰め地元・金沢では最先着と好調ぶりを示した。

ホープ特選・回顧録 完璧なレース運び
井上瑛太 ・ スカンジナビア

⑤ダイヤモンドライン　佐藤茂厩舎

第44 回　読売レディス杯
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③ホーリーグレイル　内田勝厩舎 記念撮影
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ゴール前は⑧③⑦の叩き合い

https://www.keiba.go.jp/KeibaWeb/TodayRaceInfo/RaceMarkTable?k_raceDate=2026%2F08%2F11&k_raceNo=9&k_babaCode=22

